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Amir Tsarfati 氏 中東情勢アップデート 2018 年 10 月 4 日公開 

........................................................................................................................ 

皆さん、シャローム。アミール・ツァルファティです。アップデートを最後まで終わらせようと思いま

す。技術的な問題があったことを、お詫びします。 具体的に何が起こったのか、 はっきりとはわかりま

せんが、私のアカウント外から、匿名の親パレスチナ派の 集団によって、何らかの攻撃があったのだと

思います。彼らの何人かは、さらに、リアクションやコメント欄で、 内側から混乱させようとしていま

す。 

ご覧の通り、私の人生は大変です。 邪魔をしようとする者がたくさん居て、メールや、メッセージ、電

話や手紙で、 ひどいことを書いてきます。 

でも、大丈夫です。 

真理を伝えなければなりませんから。真理だけが、人を自由にする事が出来るのですから。 

インターネットに繋がっていない人もいますが、 私は、諦めずに継続する事にしました。 

場所を変えて、ホテルの WiFiを消して、 自分の WiFiで接続していますが、順調に繋がっているようで

す。 

 

では、もう一度祈りましょう。これは、霊的攻撃ですから。  

その後、中東時事アップデートに入ります。 

皆さんにお知らせしておくべき事が、 いくつかあります。 皆が知っておくべき事です。 

だから、こんな事が起こっているのだと思います。 

 

お父様、ありがとうございます。 患難や問題、困難を通してさえも、私達は、あなたの御手を見る事が

できています。私達は、世が私達を愛するなら、 私達は問題である事を、知っています。 

私達は、この世とは何の関わりもない事を、 知っています。 

この世では、私達は心の一心によって 自分を変えなければなりません。 この世と調子を合わせるのでは

ありません。 

お父様、あまりにも多くの人が盲目になっていて、 約 2000年前のイスラエルと同様です。 

彼らは、メシアについて盲目で、パウロ自身が祈り、 イスラエルの指導者達に話をしました。 

その時に彼は、 「私は自分の同胞を訴えるようなことはしない」 と言いました。 

それは、彼らの盲目を、彼が理解していたからです。 

彼も、彼らと同じでしたから。 

ですからお父様。このミニストリーを 妨害しようとする人達をお許しください。 

彼らが盲目になっている事を、私達は理解しています。私達もそうでしたから。 

彼らをお許しください。彼らは、自分たちが 何を行なっているのか分からないのです。 

彼らの目を開いてください。 そして、あなたの御言葉の素晴らしさ、 御言葉が真実である事を、彼らが

見ますように。真理が彼らを自由にします。 

彼らは今、憎しみに縛られ、地獄の底から出ている嘘、欺きに縛り付けられています。 

お父様。唯一、真理の知識だけが 愛と共に、明確に彼らに伝わりますように。 

それだけが、彼らを自由に出来ますから。 

ですから、妨害している人達をお救いください。 

今、彼の目を開いてください。彼と彼の家族、 彼の愛する人たちのためにも祈ります。 

お父様。感謝します。こうしてまたライブをして、 世で起こっている事が見られます。 

そしてあなたの御言葉を見て、微笑みます。 あなたが、どれほど完璧に全てを整えておられるかが 分か

りますから。 

あなたを愛し、あなたを祝福します。 

あなたの御名をほめたたえます。 このお祈りを、イエスの御名によって捧げます。 アーメン 

 

という事で、また戻って来ました。 私は諦めませんよ。 
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これを止めさせようとしても、無駄です。 またやり直しますから。 

皆さんのお祈りに感謝します。 

 

まずは、この数日の間に起こった事から、 見て行きます。 

先ほども言いましたが、フェイスブックに上がっているメッセージは、あとで削除して、これをアップ

します。こちらが、正式な中東時事アップデートです。 

もう一度、中東で数日の間に起こった事について、 お話しします。 

 

皆さん、ロシアが何かを行なった事は、 私達の全員が理解している通りで、アメリカとイスラエルは、 

それは、流れを変える行為だと考えています。 

つまり、S-300と呼ばれる防空システムを送りました。 

皆さん、勘違いしてはいけませんよ？ S-300は初め、1970年代に創られた古いシステムです。 

何度か修正はされましたが、それでも古い装備です。 

異なる 4つの部品からなり、周辺の航空機の離陸や ロケット発射を探知するレーダーが付いています。 

また別のレーダーは、飛行機であれミサイルであれ、 速度を計算します。 

それと、もちろん、ロケットの成分も。 それから、発射台そのものです。 

これら全ての部品は、ここ数日の間に、巨大な貨物機でシリアに移送されました。 

私達は、それを見張り、それを目撃しています。 

そして昨日の時点で、 ロシアの国防相が S-300の部品は現地に到着したと発表、 ウラジミール・プーチ

ン大統領に報告しました。 

ただ、皆さんがご存じないのは、 

これを起動するためには、 まず、組み立てなければならないという事。 

これを組み立てた後、試験をして、 それから、これの使い方を教えなければなりません。 

勘違いしてはいけませんよ。 

S-300は、実際の戦争で 一度も使われた事がありません。 

ですから、これが完璧に働くシステムであるかどうかは、分からないのです。 

それでも、私達が警戒すべきものであることは確かです。 

イスラエルはすでに、複数回訓練をしています。 

ギリシャの空軍が、S-300を購入して、 その後、ギリシャはイスラエルの味方となったため、イスラエ

ルは、ギリシャ海軍の所有していた S-300のレーダーを始動して、訓練しました。 

我々は、電子戦争を使って、それら全てを回避する事に成功しました。 

 

ただ、何が起こったかを説明しますと、 

私達はつい、詳細に目を向けて、 全体図を見るのを忘れがちです。 

現在シリアで起こっている事の全体像とは、帝国同士の戦いです。これは、 ただの反政府勢力やシリア

国民ではありません。 

これらの人々は、利用されているのです。 皆さん、理解しておいてください。 

ロシアが、シリア南部のラタキア地域を 支配しているため、ロシアは、イスラエルに 裏切られたように

感じているのです。 

なぜかといえばイスラエルは、巧みに全防空システム、 最新のレーダーシステムをすり抜けて侵入、 標

的を攻撃し、向きを変えて去って行きました。 

そしてシリアが、防空システムとロケット、その他を乱射した時、実は、ロシアのロケットが、ロシア

の民間人と偵察機を 撃墜し、乗組員の 15人を殺害したのです。 

ロシアにとって、これはものすごい屈辱でした。 

そのために彼らが行なったのは、この S-300を送り込んだだけではありません。 これは、声明です。 

皆さん、彼らはその声明で、行動以上に語りました。 

さらに、ロシアは現在、90日間の期限を設けて、 それを、シリアに与えるかどうかに関して 好条件を得

るためアメリカと交渉しています。 

それはすでに、現地にありますから、 シリア人を訓練するかどうかです。 
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それには、少なくとも３ヶ月はかかりますから、 この３ヶ月間は、イスラエルはまだ、S-300が 彼らに

触れる事を恐れずに活動する事が出来ます。 

ただ、現在ロシアが行なっているのは、 航空機が撃墜された後、この状況を利用して、”鉄のカーテン”

を創り出しているというか、下ろして、シリア国内と周辺の航空交通および 海上交通を止めています。 

基本的に、ロシアは世界に対して告げているのは、 

「もはや、シリアは存在しない。ロシアである。 誰でも、シリア国内で何かをしたいなら、 ロシアの承

認が必要だ。」 

皆さん、 イスラエルはシリアとは国境を共にしておらず、現在は、ロシアと国境を共にしている、 と言

っておきます。要は、これです。 

 

次に、ロシアがこの鉄のカーテンを強制したなら、 アメリカもそれを行いました。 

アメリカは、その代わりに、 皆さん、覚えているでしょうか？ 

トランプ大統領は、元々、 兵士をシリアから撤退させると言っていました。 

しかし実際は、逆の事が起こっていて、 アメリカは、イランの地位確立が、彼らのあちらでの 行動を妨

害している事に気付いたのです。 

アメリカも２千人の兵士をシリア国内に置いていて、 さらに兵士を送っています。 

またアメリカは、実際、 ジョン・ボルトンが先ほど言いましたが、 

「イラン駐留が終わるまで、我々があそこに居る事は、 我々の利益になる。」 

ですから、アメリカはユーフラテス川の東側、 ロシアはユーフラテス川の西側にいて、 トルコはシリア

北部にいます。そしてこの 3つが、3方から 基本的には現在シリアを閉鎖しているのです。 

なぜ、これが興味深いかというと、 ここからがポイントで、 

イランは、イランと地中海の間の唯一の陸橋を失い、その為にイランは現在、 全てのものを空輸してい

るのです。 

その為、イスラエルにとっては、 何であれ向かってくるものは容易に探知し、 攻撃出来るのです。もは

や、地上ではありません。 イラン、イラクからシリアへの陸路は全て、 完全に閉鎖されていますから。 

 

次に、トランプ大統領がつい先ほど、 パトリオットミサイルをクエートから撤去すると、 発表しまし

た。 

なぜか？ 

アメリカは、今月から公式に クエートから一滴も石油を買わない事になりました。 

恐らく、40〜50年の間で初めて、 アメリカはアラブの石油に頼らなくなったのです。 

アメリカは、自身の石油の 20％を輸出しています。 これは、一日につき２百万バレルです。 

皆さん、この為に彼らは もう、クエートに興味はないのです。 

だから、もうクエートを防衛する必要もないのです。 

ヨルダンもまた、 彼らの国にある、アメリカのパトリオットミサイルも撤退されるかも知れないと聞

き、非常に恐れています。 

もしかすると、これは、 彼らに、パレスチナ難民に ヨルダン人と同じ権利を与えて、 彼らを受け入れろ

という、トランプ大統領から ヨルダンへのサインかも知れません。 

それによって、パレスチナ難民というものが、 彼の究極の和平協議の交渉のテーブルから 取り除かれる

ように。 

非常に興味深いです。 

 

それから、皆さんにもう一つお伝えしたいのは、 もし、これだけで足りなければ、 次のことを覚えてい

てください。 

ロシアとシリアが、 反政府勢力のいる地域を爆撃する時、彼らは、いつも反政府勢力を 北部のイドリブ

へ避難させています。そして現在、ロシアとトルコが合意したため、 イドリブは保護されています。 

ですから、現在、 反政府勢力の巨大な領域がシリア北部にあって、今日の時点で、 シリアの存在は、正

式に消滅したと言えるでしょう。 
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ロシアがそこの 50％を支配していて、 アメリカが、そこの約 30％を支配、 トルコが、そこの約 20％を

支配しています。 

私はこれを見て、ロシアがヨーロッパの一部を支配し、 アメリカとアメリカの同盟国が西ヨーロッパの

地域を 支配していた、冷戦時代を思い出します。 

あれは、当時の 2つの巨人の戦いでしたが、 それが現在起こっているのです。 

 

という事で、イスラエルは現在、文字通り、 シリアとではなく、ロシアと国境を共にしています。 

我々が周辺で目にしているのは、 ロシアがパトロールしていて、ロシアの軍警察、 ロシア国旗です。 

 

次に、なぜ、これが預言的に見てすごい事なのか、 説明します。 

イスラエルは、このロシアの動きは大丈夫なのです。 

事実、ロシアが国境を占拠して以来、私たちにとっては これが最善で、あそこは最も平穏な国境です。 

最後に国境での事件について、 皆さんが耳にしたのはいつですか？ 

最後に、皆さんが、シリアからイスラエルに向けて 何かが飛んできたと聞いたのは、いつですか？ 

現在は、ロシアがあそこに居て、あちらの地主です。 

彼らはイラン民兵を入れず、 ヒズボラを入れていません。 

彼らは、誰もあちらに入れていません。 ですから、何があったかといえば、実際には、 

彼らのおかげで、 イスラエル北部国境の平穏が保たれているのです。 

 

しかしながら、 

ここからは、聖書預言を愛する人達にとっては、 感動する話で、 

北部国境を、イランやヒズボラの地位確立、 その他のあらゆる要因から守って、 安定させるために、 

イスラエルは、 ロシアが国境に留まることを認めました。 

そして、時が来れば、意図的であれ、不本意であれ、 全ての脅威を取り除く為に、イスラエルがロシア

を 攻撃するのは、時間の問題です。 

そしてその時、ロシアは、何の問題もなく 数分の内に、侵略して来ます。 

ここで、ある人たちに聞かれるのは、  

「アミールさん？ どうして、あなた達は、 ロシアがそこに居ることを許したのですか？」 

それは、他の選択肢は、 今よりもっとひどいからです。 

覚えていますか？ 私やあなたには、預言を変える事は出来ません。 

エゼキエルは 2800年前、 ロシアが攻めて来るのを見ました。 

また、エゼキエルが見たのは、 ロシアが、パレスチナ人やアラブ人を 助けに来る様子ではなく、 

彼らは、略奪し、物を盗み奪う為に来るのです。戦争の戦略品が全てです。 

ロシアは、彼らがシリアに来ているのは、 戦争の戦利品が目当てであることを、 実に明確にしていま

す。 

そしてもし、彼らがシリアでそれを得られなければ、 彼らは、やがてそれをイスラエルに求めます。 

非常に興味深いです。 シリアが、ある意味”ハルマゲドン平野” になっていると言いますか。 

なぜなら、黙示録 16:16には、 彼らが、ヘブル語で「ハル・メギド」と言われる場所、アルマゲドンに

全部隊を集結させると書いています。 

そして、ゼカリヤ書の戦争は、大患難の後ですが、 メギド平野 で起こり、 全ての軍隊が集まる場所とな

ります。 

現在、エゼキエル戦争の準備として、 シリアが、彼らの全軍隊を集結させる場となり、 侵略の準備をす

る役割を担っているのです。 

これは、驚愕です。 

なぜ驚愕かといえば、 イスラエルがこの軍隊が集まるのを見るのです。 

それで、イザヤ書 17章に書いてある通りに、 ダマスカスが滅ぶ理由が、分かる気がします。 

非常に興味深いです。 

私達は全ての方面に鉄のカーテンが引かれているのを 見ています。 

これは、全てアメリカとロシアです。 



中東時事アップデート 2018 年 10 月 4 日 beholdisrael.org 5 

 

それからまた、我々が目にしているのは、 アメリカとロシアの両方ともが、イランを嫌っていて、 我々

は、これに関して、対応しなくても良いのです。 

イスラエルにとって、何が最高であったかと言うと、 我々は、このシリア内戦において、 どちらの味方

もせずに済んだことです。 

今でさえ、我々は、 誰の味方にもつくべきではありません。 

 

今、ドイツ首相のアンゲラ・メルケルが イスラエルを訪れていて、彼女の訪問の主な目的の一つは、ト

ランプ大統領が、 メルケルに対して、非常に明確に伝えた事です。 

もし、ロシアと何かが起こった場合、アメリカに NATOの一員として活発に活動して、 ドイツを守って

欲しいなら、メルケルは、 ロシアとのパイプ計画を止めなければならない。 そして何らかの計画を、イ

スラエルと始めるべきだ。 

メルケルは、ホロコースト記念館を除いて、 いくつかの場所を訪れましたが、今日は、ネタニヤフ首相

に会う機会もありました。 

イスラエルの最新の開発に彼女は驚愕していましたが、彼女はまた、イスラエルのガスを、はるばる 西

ヨーロッパにまで供給する可能性についても 話し合わなければなりませんでした。 

びっくりです。 またしても、マゴグの首長であるゴグが、 我々に攻めて来る、その要因がもう一つ増え

ました。 

ドイツは、西ヨーロッパの中で主要顧客です。 もし、ドイツをイスラエルに持っていかれるなら、 彼ら

にとっては忘れられない事となります。 

 

先日私は、バアルの門に関して書いたのですが、 それに対して、激怒している人達が居るのが、 私には

理解できません。 

これは、パルミラの芸術品で、それが現在ワシントン DCの前に展示されています。 

ロンドンから始まって、ドバイに行き、ニューヨーク市に行って、現在ワシントン DCです。 

このタイミングは偶然ではないと思います。 バアルは、間違いなく異教の神で、現在、最高裁の裁判官

候補を巡って、 戦いが起こっている時に、 あれをあそこに置くというのは、まるで、 

「我々は、全能の神の律法や規則に縛られない！ 我々には、他に神々がいるのだ！」 と宣言しているよ

うなものです。 

ただ、覚えていてください。 

あの門は、世界を回って今アメリカにありますが、 あれは、本物ですらないのです。 あれは、ただの復

刻版で、これは、声明です。 

皆さんが目を向けるべきものは、本当のゼウスの神殿、黙示録 2:12に書かれている「サタンの王座」

は、 ドイツのベルリンに位置します。 

ヨーロッパは、 サタンの王座と、 バビロンの門、イシュタルの門の一つを ペルガモ博物館に、展示して

います。 

ですから、前にもお伝えした通り、 ヨーロッパの影響と、ヨーロッパ発祥の自由主義は、 アメリカに流

れ込んで影響を及ぼしているのです。 

 

覚えていてください。 アメリカは、数日前に大統領が全世界に伝えました。 

「アメリカは、グローバリズムを支持しない。 アメリカは愛国主義だ」と。 

その事に、ヨーロッパと富豪一族、 啓発を受けた人達が激怒しているのです。 

彼らは、自分たちは啓示を受け、光を見た、自分たちは 統治する方法を知っている、 一般人は何も知ら

ない、と信じている人達です。 

こういった人達は皆、 自分たちにトランプ大統領を取り除けないないなら、 ヨーロッパに移らなければ

ならないことを 理解しています。そして、全てを ヨーロッパで継続しなければならない、と。 

そしてヨーロッパは、常に、かつてのアメリカを アメリカに思い出させようとします。 

ただ、皆さんに言っておきます。 

アメリカは、2016年 グローバリズムを拒絶する事に投票しました。 
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アメリカは、数日の内に、 カバノーを裁判官に投票して、もう一度、 グローバリズムを拒否しなければ

なりません。 

私個人的には、もし彼が承認されなければ、 共和党の中間選挙にそれが影響すると思っています。 

そしてそれが、大統領選にも影響するでしょう。 

そしてもし、彼らが詐欺師の成功を許すなら、 彼らが勝ち取ったもの全てが、 無になってしまいます。 

 

最後にもう一つ、皆さんにお伝えしたいのは、 

私の心に重くのしかかっていることで、 今は、終わりの時、最後の瞬間です。 

私が思うに、多くのクリスチャン達が、 「ジーザス プラス/イエスにプラス」 という動きに縛られてい

ます。 

つまり、イエスを信じても良い。イエスは信じなさい。 しかし、それに加えて何かを行わなければ、ま

たは、 何かにならなければならない、というものです。 

この事から、現在、 私は 2つのメッセージを用意していて、 

多分、一月のフィリピンか、その前のアムステルダム、 もしくはスロベニアでお伝え出来ると思いま

す。 

一つは、「異邦人は、 モーセの律法を守らなければならないのか？」 

多くの人が疑問に思っていることで、 私は、使徒の働き 15章から、 全メッセージをお伝えします。 

それからもう一つ、私が用意しているメッセージは、「いのちの書」についてです。 

「いのちの書」とは何か？ あなたの名前は、「いのちの書」にあるのか？ 

あなたの名前は、「小羊のいのちの書」にあるか？ 

あなたの名前が、「小羊のいのちの書」から 取り消される事はあるのか？ 

他にも、いのちの書はあるのか？ いのちの書は、2つあるのか？ 

これについて、多くの人が混乱していますので、 明確にするため、メッセージを用意しています。 

たくさんの人が、恐怖におののいています。 

敵は、キリストを信じるだけではダメだ、 とあなたに言おうとします。 

敵は、「あなたは、十分に良い人には絶対慣れない。」と言ってきます。 

私は、ユダヤ人信者の家庭で育ち、もう信じる事を止めたという人達の証言を、たくさん聞きました。 

熱いか冷たいかであって、生ぬるくてはいけない、 と彼らは教えられたのだそうです。 

そして、彼らは、イエスの基準に合わせて生きる事など出来なかった、と。 

そんなものは、ナンセンスですよ。 

もし、私たちが、信者になるために、 まず完璧でいなければならないなら、 私たちの誰一人として、信

者ではありません。 

罪人が、恵みによって救われるというのは、 信仰によってのみです。 

ただ、信仰だけ。そして、私たちが救われた時、 聖霊が私たちの内に宿った時、 

その時に、内側から働くのです。 そして、主が私たちを支配しておられます。 

その時、どうなるかといえば、 私たちは、新しく創られたものとなるのです。 

「見よ。古いものが過ぎ去って、 全てが新しくなりました。」(第二コリント 5:17) 

思考が一新されるのです。 突然、私たちの物事の見方が変わり、 違う行動を取るようになる。 

何をするべきか、何をしてはいけないか、 聖霊が私たちに教えてくれるのです。 

聖霊は、あなたが完璧になるのを待って、 あなたの中に入り、宿るのではありません。 

これは、地獄の底から出てきた嘘ですよ。 

ですから、これらの件についても いくつかお話ししていきます。 

 

私たちは、今が、終わりの時である事を理解して、 自分達の救いに自信を持たなければなりません。 

自分が救われているかどうか、確信が持てないで、 私たちは、どのようにして自分の救いを証言し、 こ

の世でそれを証するのですか。 

イエスは、言われました。 

私が、神の御子の名を信じている あなたがたに対して、これらのことを書いたのは、 

あなたがたが永遠のいのちを持っていることを、 あなたがたによくわからせるためです。 (第一ヨハネ
5:13) 



中東時事アップデート 2018 年 10 月 4 日 beholdisrael.org 7 

これを理解しておくのは、非常に重要です。 ですから、それについても、またお話しします。 

これは、良い人でいるとか、良い行いをする ということではなく、 悔い改めです。 

自分の罪の性質を認識するのです。 

そして、その事を悔い改めなければなりません。 私たちは、そこから立ち返り、主と交わるのです。  

皆が、神の栄光を受けられないからです。 

あなたがたは、恵みのゆえに、信仰によって救われたのです。 

行ないによるのではありません。 だれも誇ることのないためです。(エペソ 2:8-9) 

私たちは、これを忘れてはなりません。 

あまりにも多くの人が、あれやこれやと、 まだ何かをしなければならないと教えて、 群れを混乱させて

います。 

 

もう一つは、イスラエルに関する大きな欺きです。 

神が、イスラエルとのご契約を破棄された と信じているのです。 

イスラエルが、完璧でなく、敬虔でないから。 

一つ、言っておきますが、 

これまで、神が彼らをお選びになった時、 イスラエルが完璧で、敬虔であった事など、 一度もありませ

ん。 

実際、神がイスラエルをお選びになった時、 神はこう言われたのです。 

「わたしがあなた方を選んだのは、わたしの約束と、 あなた方の父祖とわたしが交わした契約のゆえ

だ。 あなた方が素晴らしいからではない。」 

皆さん、言っておきますが、 主は、イスラエルを見放してはおられません。 

イスラエルは、最終的には自分達の違反を認識して、 ひざまずきます。 

恐ろしい大患難を通らなければなりませんが、 イスラエルは救われます。 

神は、彼らのことを見捨ててはおられません。 

私達がここを去った後、神が彼らに対処され、 神のフォーカスは彼らに移行します。 

それが、最後の 7年。ダニエルの 70週の最後の週です。 

その時、反キリストが、ここを支配します。 その時に、ハルマゲドンが起こります。 この時に、多くの

ことが起こります。 

我々がここを出て行くと、 イスラエルが全ての中心になります。 全ては、彼らが最終的に救われる為で

す。 

 

という事で、多くの混乱が起こっていますが、 これはただ、人々が聖書に無知であるだけでなく、 霊的

な欺きです。 

私達が相手をしているのは、霊的戦いです。 私たちは、戦いが起こっていることを、 理解しなければな

りません。とても悲しい事です。 

 

皆さん、以上です。 

アメリカでは、とても素晴らしい時間を過ごしました。多くの人がカンファレンスに来てくださいまし

た。タスティン、チノヒルズ、イーストアナハイム、 アイダホでは、大勢の人が文字通りカナダを含む 

15以上の州から来てくださって、最後のフィナーレの Jan Markell と olive tree ministriesの「Understanding 

the Times Conference」では、5千人以上の人がご来場くださり、何十万人という人が インターネットで観

てくださいました。それから最後に、 Friendship Church で メッセージをして終わりましたが、そこでも 

２度の礼拝を合わせて 1500人近くが集まりました。 

本当に素晴らしくて、主が祝福してくださいました。 またメッセージも実に明確で、私達は、イチジク

の木が芽吹く時代に生きていて、 私達は、滅びない世代だ、という内容でした。 

また、反キリストに関するメッセージも、 主が与えてくださいました。 

私達は、反キリストを見る事はありませんが、それでも少なくとも、それがどういう者で、 彼の目的、

時期、その興り方などは、 理解しておく必要があります。 
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これらのメッセージは、 すでにユーチューブに 上がっていて、無料でご覧いただけますので、 どうぞ、

ユーチューブをフォローしてください。 

また、私はツイッターをよく使っていて、一日に数回は投稿していますので、ツイッターもフォローし

てください。 「Behold Israel 」です。 

毎日たくさんの事が起こっていますので、 それらをアップデートしてお知らせして行きます。 

カナダの皆さん、カナダでのカンファレンスの日程が 5月 11日に決まりました。追って詳細も発表しま

す。 

また日が近づいて来たら、登録に関しても発表しますが、オンラインで登録いただくようになります。 

Jack Hibbs、Barry Stagnerと、私、 それから、 Jan Markellも来て、メッセージします。 

とても楽しみです。 皆さん、ありがとうございました。 God bless you! 

 

では、最後にアロンの祝福で、 このアップデートを終わりたいと思います。 

これは、私が祭司として、祭司ではない皆さんを 祝福するのではありません。 

キリストにある私達は、全員が王なる祭司です。 

そして私達は、祝福を聞いて 他の人を祝福することが出来るのです。 

 

主があなたを祝福し、 あなたを守られますように。 

主が御顔をあなたに照らし、 あなたを恵まれますように。 

主が御顔をあなたに向け、 あなたに平安を与えられますように。』 (民数記 6:24-26) 

彼のシャロームが、私達にはあります。 イスラエルも、世も持っていない平安、 

あなたが罪人なら、あなたにはこの平安はありません。 

理解をはるかに超える平安、世が与える事も、理解することすら出来ない平安、 

もし、あなたがイエスを知らないなら、 イエスが、こう言われたのです。 

わたしが、これらのことをあなたがたに話したのは、 あなたがたが、わたしにあって平安を持つためで

す。あなたがたは、世にあっては患難があります。 しかし、勇敢でありなさい。 わたしはすでに世に勝

ったのです。(ヨハネ 16:33) 

主は、あなたにも、主の平安を与えたいのです。 あなたはただ、キリストをあなたの主、 救い主として

受け入れるだけで良いのです。そうすれば、主が私たちの平安であることが 分かります。彼はまた、私

たちの和解でもあります。 

彼が、私たちを新しいものと造り変えてくださり、 彼が、隔ての壁を打ち壊してくださいました。 

彼は、罪の力を打ち砕き、 死は、私たちにとって何の意味も持ちません。 

私たちにとっては、生きるはキリスト、死は益です。 

私達の国籍は、天国です。 私達は、主の戻りを待ち望んでいます。 

約束してくださった方は、真実な方であることを知り、 その日が近づいて居るのを、見ています。 

お父様、あなたに感謝します。 この全てをイエスの御名によってお祈りします。 

アーメン！ 

 

I love you！ god bless you！ 今回、敵が勝つことを許しませんでした。 

また何かありましたら、アップデートします。 ありがとうございます。 

明日は、40名の団体が「Bible experience tour」で、 イスラエルにやって来ます。  

私は、それぞれの場所で、メッセージします。 

素晴らしい時間になるでしょう。 さらにどんどん多くの人に、 奨学金が出せたらと思っています。 

世界が変わります。 

費用を賄えない国から若者を招待して、 考え方を一新し、信仰を強めて、 そして神への愛をさらに深め

て送り返します。 

それから、イスラエルツアーの費用を出せない、 牧師先生と牧師夫人も招待したいと思っています。 

イスラエルを訪れる事は、神学校で 2年学ぶことに 匹敵すると、私は思っています。 

牧師先生と牧師夫人にイスラエルをお見せすれば、 彼らが、家や教区、社会や教会に戻ってからは、 

ただの良い知らせだけでなく、 真実も伝えられるようになると信じています。 

真理だけが人を自由にします。 
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これらの奨学金は、 皆さんのご好意とご支援にすっかり頼っています。 

皆さん、感謝します。 テルアビブより、God bless you！ そしてシャローム 

さようなら。 

 

 

メッセージ by Amir Tsarfati/Behold Israel :http://beholdisrael.org/  


